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Indicators Update 

2026 年 8 月鉱工業生産 
熊本地震や台風により自動車工業が下振れ、生産全体を下押し 

 

 

経済調査部 エコノミスト ビリング 安奈 
 

 

[要約] 

◼ 2026 年 8 月の生産指数は前月比▲1.7％と、コンセンサス（同＋1.3％、Bloomberg 調

査）に反し、2 カ月連続で低下した。熊本地震や台風の影響で自動車工業が減産とな

り、生産全体の下押し要因となった。経済産業省は基調判断を「一進一退」に据え置

いた。 

◼ 先行きの生産指数は緩やかに上昇する見込み。中東情勢による悪影響が下振れリスク

になり得るものの、AI 関連需要などが押し上げ要因となり、国内生産は全体として緩

やかに増加するとみている。 

◼ 2026 年 10 月 7 日に公表予定の 8 月分の景気動向指数は、先行 CI が前月差＋1.6pt の

119.3、一致 CIが同▲2.3ptの 118.3と予想する。この予測値に基づくと、8月の基調

判断は機械的に「足踏み」に下方修正される。 

 

図表 1：鉱工業指数の概況（季節調整済み前月比、％） 

  

（注）コンセンサスは Bloomberg。 

（出所）Bloomberg、経済産業省統計より大和総研作成 

  

　 2026年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

鉱工業生産 ＋4.3 ▲2.0 ▲0.4 ＋0.5 ＋0.1 ＋1.9 ▲0.2 ▲1.7 
コンセンサス ＋1.3 
DIR予想 ＋2.5 

生産予測調査 ＋3.2 ＋3.1 
補正値(最頻値) ＋1.6 
出荷 ＋3.8 ▲1.5 ▲0.9 ＋1.3 ＋0.5 ▲0.2 ＋2.1 ▲2.5 
在庫 ▲0.8 ＋0.3 ▲1.8 ▲0.3 ▲1.1 ＋2.8 ＋0.5 ▲0.5 
在庫率 ▲4.6 ＋2.0 ▲0.7 ▲0.9 ＋0.7 ＋4.1 ▲1.9 ＋1.7 
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【生産】熊本地震や台風の影響で自動車工業が下振れ、生産全体が 2カ月連続で低下 

2026 年 8 月の生産指数は前月比▲1.7％と、コンセンサス（同＋1.3％、Bloomberg 調査）に

反し、2カ月連続で低下した。経済産業省は基調判断を「一進一退」に据え置いた。 

生産指数を業種別に見ると、15 業種中 12 業種が前月から低下した。自動車工業（前月比▲

6.8％）は 4 カ月ぶりに低下した。品目別では、普通乗用車（同▲5.7％）や小型乗用車（同▲

17.3％）などが減産となった。熊本地震や台風による工場の稼働停止や部品供給の停滞が自動

車工業の減産につながり1、生産全体を下押しした。また、汎用・業務用機械工業（同▲6.0％）

は 3 カ月ぶりに低下した。品目別では、コンベヤ（同▲31.2％）や運搬用クレーン（同▲

31.8％）などが減産となった。経済産業省「鉱工業出荷内訳表」によると、汎用・業務用機械

工業は輸出向け（同▲6.2％）、国内向け（同▲7.3％）ともに低下した。石油・石炭製品工業

（同▲13.3％）では、ガソリン（同▲12.4％）や軽油（同▲20.7％）が減産となり、4 カ月ぶり

の低下となった。一方、生産用機械工業（同＋6.1％）や輸送機械工業（除．自動車工業）（同

＋2.9％）など 3業種は前月から上昇した。生産用機械工業では金型（同＋30.0％）などが、輸

送機械工業（除．自動車工業）では航空機用発動機部品（同＋9.6％）などが増産となった。 

財別では、非耐久消費財（前月比＋0.3％）と資本財（除．輸送機械）（同＋0.2％）は上昇

した一方、生産財（同▲1.7％）と耐久消費財（同▲7.7％）、建設財（同▲6.3％）は低下した。 

 

【出荷・在庫】出荷指数は自動車工業などを中心に 2カ月ぶりに低下 

2026 年 8 月の出荷指数は前月比▲2.5％と 2 カ月ぶりに低下した。業種別では、自動車工業

（同▲5.9％）や輸送機械工業（除．自動車工業）（同▲19.5％）など 15業種中 14業種が低下し

た。財別に見ると、非耐久消費財と資本財（除．輸送機械）は上昇した一方、生産財と耐久消

費財、建設財は低下した。在庫指数は同▲0.5％、在庫率指数は同＋1.7％だった。 

 

図表 2：鉱工業の生産・出荷・在庫（左）と財別の生産（右） 

  

（注）生産指数の予測値（赤色）は、製造工業生産予測指数の補正値。その他シャドー部分の値は、製造工業

生産予測調査による。 

（出所）経済産業省統計より大和総研作成 
 

 
1 「8 月の国内生産、ホンダ・ダイハツが大幅減 熊本地震で工場停止」（日本経済新聞、2026 年 9 月 30 日） 
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図表 3：業種別 生産・出荷・在庫の推移 
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（出所）経済産業省統計より大和総研作成
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【先行き】生産指数は緩やかに上昇する見込み 

先行きの生産指数は、緩やかな上昇基調を辿るとみている。中東情勢による悪影響が下振れ

リスクになり得るものの、AI 関連需要などが押し上げ要因となることで、国内生産は全体とし

て緩やかに増加すると見込む。 

AI 関連財の拡大は 2024 年から日本国内の生産を押し上げてきており、今後も生産の押し上

げ要因になると見込まれる2。世界半導体市場統計（WSTS）の 2026 年春季半導体市場予測によ

れば、半導体市場は 2026 年に前年比＋89.9％と急拡大した後、2027 年も同＋26.6％の高い伸

びが見込まれている3。こうした中、一部品目を中心に AI 関連需要は引き続き生産を押し上げ

るとみている。もっとも、AI 開発のペースを減速させるかどうかは米国のテック業界で意見が

分かれており4、こうした「AI開発減速論」はリスク要因として念頭に置く必要がある。 

また、コロナ禍後の航空需要の回復を背景とした欧米航空機大手の受注残が積み上がってい

ることから、今後も航空機関連需要が国内での航空機部品生産を押し上げる可能性もある。輸

送機械工業（除．自動車工業）を中心に生産が押し上げられるとみているが、欧米航空機大手

の品質問題などにより、生産が大きく左右されやすいリスクには留意が必要だ5。 

ただし、生産の下振れリスクとして、中東情勢による悪影響は引き続き残る。原油や石油製

品の代替調達が続いているものの、供給不安はなお残る。供給不足への懸念から買いだめ等が

発生すれば価格は一段と上昇し、原材料不足を通じて生産の減少につながる可能性がある6。ま

た、中東向け輸出の停滞を通じて、国内生産が下押しされるリスクもある。 

製造工業生産予測調査では、9 月の生産指数は前月比＋3.2％と見込まれる。業種別では 11

業種中 7 業種が上昇する見通しだ。電気・情報通信機械工業（同＋11.3％）でその他の電気機

械などの増産が計画されているほか、輸送機械工業（同＋4.6％）では乗用車の増産、生産用

機械工業（同＋6.4％）では半導体・フラットパネルディスプレイ製造装置の増産が見込まれ

ている。生産指数全体の計画のバイアスを補正した試算値（最頻値）7で見ると、9 月は同＋

1.6％と上昇が見込まれる。 

10 月の生産指数は前月比＋3.1％と見込まれている。業種別では 11 業種中 9 業種が上昇する

見通しだ。生産用機械工業（同＋12.9％）や電子部品・デバイス工業（同＋9.5％）、電気・情

報通信機械工業（同＋9.1％）などの増産が全体を押し上げる見通しだ。 
  

 
2 詳細は、神田慶司・秋元虹輝・菊池慈陽・横田凱「日本経済見通し：2026 年 6 月」（大和総研レポート、

2026 年 6 月 23 日）を参照。 
3 WSTS “Global Semiconductor Market Surges Beyond $1.5T 2026”（2026 年 6 月 2 日） 
4 「アンソロピックの警告にザッカーバーグ氏反論 AI 開発減速に賛否」（日本経済新聞 電子版、2026 年 9

月 17 日） 
5 詳細は、ビリング安奈「鉱工業生産は当面 AI・航空・防衛関連需要がけん引」（大和総研レポート、2026 年

9 月 9 日）を参照。 
6 詳細は、畑中宏仁「ナフサ問題がもたらす日本経済の不安要素」（大和総研レポート、2026 年 6 月 15 日）

を参照。 
7 生産計画は生産実績よりも上振れした値となることが多いため、生産指数全体の計画のバイアスを補正した

試算値（最頻値）が公表されている。 

https://www.dir.co.jp/report/research/economics/outlook/20260623_025859.html
https://www.wsts.org/76/Recent-News-Release
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN16BYJ0W6A910C2000000/?msockid=09e64a1c8bd869783b965cec8ab868db
https://www.dir.co.jp/report/research/economics/japan/20260909_026052.html
https://www.dir.co.jp/report/research/economics/japan/20260615_025826.html
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【26年 8月景気動向指数】先行 CIは上昇、一致 CIは低下を見込む 

鉱工業指数の結果を受けて、2026 年 10 月 7 日に公表予定の 8 月分の景気動向指数は、先行

CI が前月差＋1.6pt の 119.3、一致 CI が同▲2.3pt の 118.3 と予想する（図表 4）。先行 CI で

は構成指標のうち、中小企業売上げ見通し DI や消費者態度指数、日経商品指数(42 種総合)な

どが前月から改善した。一致 CIでは構成指標のうち、鉱工業用生産財出荷指数や耐久消費財出

荷指数、輸出数量指数などが悪化した。この予測値に基づくと、2026 年 8 月の基調判断は機械

的に「足踏み」に下方修正される。 

 

図表 4：景気動向指数（先行 CI、一致 CI）と基調判断の推移 

  

（注）左図の直近は大和総研による予測値。シャドーは景気後退期。2026 年 8 月の基調判断は大和総研予想。

（出所）内閣府統計より大和総研作成 
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（注1）出荷・在庫バランス＝出荷前年比－在庫前年比。

（注2）食料品・たばこ工業は速報では公表されないため直近値は前月の確報値。

（出所）経済産業省統計より大和総研作成

出荷・在庫バランス 生産

業種別 出荷・在庫バランスと生産
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（注）食料品・たばこ工業は速報では公表されないため、直近値は前月の確報値。

（出所）経済産業省統計より大和総研作成

主要産業の生産動向(季節調整値)

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

18 19 20 21 22 23 24 25 26

ボイラ・原動機
ポンプ・圧縮機器
汎用機械器具部品

（指数×ウエイト）

（年）

0

1

2

3

4

5

18 19 20 21 22 23 24 25 26

建設・鉱山機械
金属加工機械
半導体・フラットパネルディスプレイ製造装置

（指数×ウエイト）

（年）

0

1

2

3

4

18 19 20 21 22 23 24 25 26
石油化学系基礎製品
プラスチック
洗剤・界面活性剤
化粧品

（指数×ウエイト）

（年）

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

1.0

1.5

2.0

2.5

18 19 20 21 22 23 24 25 26
肉加工品
乳製品
パン・菓子
清涼飲料
酒類（右軸）

（指数×ウエイト）

（年）

（指数×ウエイト）

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

2.4

2.8

3.2

3.6

18 19 20 21 22 23 24 25 26

集積回路（ＩＣ） 電子デバイス

電子部品 電子回路

（指数×ウエイト）

（年）


